
 

 

Ⅸ. 貨物の運搬・処分（移動書類の携帯及び記載・署名） 

 

貨物の運搬又は処分を行う際は、輸入移動書類を携帯しなければなりません。 

また、輸入移動書類のうち、輸出国からの移動書類又は作成した別紙１及び別紙２については、

運搬・処分時に記載を要する箇所（※）があり、申請者は、記入要領の各該当欄及び箇所を参照

し、運搬者・処分者に対し、貨物の引き渡しを受けた際や処分を行った際に、以下の要領に従い、

必要事項を遺漏無く記入するよう求める必要があります。 

なお、本章に基づき情報を記入した書類等は、第Ⅹ章に従って所定の届出先等に必要な届出等

を行ってください。 

 

※ 該当箇所： 

・輸出国からの移動書類又は様式第５（輸入移動書類）の別紙１（69ページ；参考 9-1参照）の

第８欄(a)、(b) 及び (c)の運搬手段及び移動日の記入並びに署名の欄： 

全ての運搬者が記入。（ただし、輸出国側で移動書類の交付がない場合（別紙１を作成した

場合）は、輸出国及び海上輸送を行った運搬者による、引渡しを受けた日、運搬を開始した

日及び署名欄の記入は不要。） 

・輸出国からの移動書類又は様式第５（輸入移動書類）の別紙１の第 18欄及び第 19欄； 

最終処分者が記入。 

・様式第５（輸入移動書類）の別紙２（71ページ；参考 9-2参照）： 

輸出国側の移動書類をそのまま利用した場合（別紙１を利用していない場合）には、全て 

  の運搬者が記入。 

第 18・19欄に記載した者以外の処分者（中間処分者）がいる場合には、その者が貨物の受 

領及び処分について記入。 

 

輸出国からの移動書類又は様式第５（輸入移動書類）の別紙１ 

 

記入が必要な各欄の記入要領は以下のとおりです。なお、関係する別の欄の記入要領は第Ⅷ章

を御参照ください。 

 

第 8欄(a)、(b) 及び (c)の運搬手段及び移動日の記入並びに署名の欄： 

運搬を開始した後に実際の運搬人（又は当該運搬人と同一の法人に属する代理の者）が行う

(69～78ページ;参考 9-1～9-3参照)。また、この記入を行う際、輸出国側の移動書類をそのまま

利用した場合（別紙１を利用していない場合）には、様式第５（輸入移動書類）の別紙２【運搬

に係る記載事項】欄にも、それぞれ漏れなく必要事項(71～78 ページ;参考 9-2 及び 9-3 参照)を

記入する必要があります。 

なお、貨物を複数の運搬者が運搬する場合には、それぞれの運搬者が同じ要請に従うとともに、

書類の署名も行わなければならない。 

ただし、輸出国側で移動書類の交付がない場合（別紙１を作成した場合）は、輸出国及び海上

輸送を行った運搬者による、引渡しを受けた日、運搬を開始した日及び署名欄の記入は不要です。 



 

 

第 18 欄：処分施設の権限を有する代表者が特定有害廃棄物等の貨物の受領について記入する。

なお、本欄に記入を行うのは最終的な処分又は回収施設の１者のみとする(69～78 ページ;参考

9-1～9-3 参照)。中間処理施設など他にも処分を行った施設がある場合は、様式第５（輸入移動

書類）の別紙２【処分に係る記載事項】欄にそれぞれ漏れなく必要事項（74 ページ;参考 9-3 参

照）を記入すること。 

併せて、署名入りの移動書類の写しを、特定有害廃棄物等の引渡しを受けた日から３営業日以

内に輸出者及び関係国の権限のある当局に送付しなければならないので、漏れなく記入・署名の

上で送付すること。送付する写しは、様式第５（輸入移動書類）の別紙１（輸出国からの移動書

類がある場合は当該移動書類）のページのみでよく、輸入移動書類交付申請書、別紙２及び別紙

３は不要。なお、移動書類の原本は処分又は回収施設が処分完了届出まで保有する。（第Ⅹ章参

照） 

 

第 19 欄：処分者が特定有害廃棄物等の処分の完了を証明するために記入する。なお、本欄に記

入を行うのは最終的な処分施設の１者のみであり、かつ第 18 欄を記入した者と同一でなければ

ならない。中間処理施設など他にも処分を行った施設がある場合は、様式第５（輸入移動書類）

の別紙２【処分に係る記載事項】欄にそれぞれ漏れなく必要事項（74 ページ;参考 9-3 参照）を

記入すること。 

なお、処分プロセスにおいて実際に処分された日を特定することが困難な場合は、処分プロセ

スへの投入日を記載することも可とする。 

併せて、署名入り移動書類の写しを添付した処分が完了した旨を証する書類を、輸出者及び輸

出国の権限のある当局に送付する必要があるので、漏れなく記入・署名の上で送付すること。こ

の送付は、処分完了後速やかに、遅くとも 30 日を超えることなく、かつ、特定有害廃棄物等を

受領後 1暦年以内に行うこと。 

 

様式第５（輸入移動書類）の別紙２ 

輸出国側の移動書類をそのまま利用した場合（別紙１を利用していない場合）には、様式第５

（輸入移動書類）の別紙２【運搬に係る記載事項】欄にも、それぞれ漏れなく必要事項(71～78

ページ;参考 9-2及び 9-3参照)を記入する必要があります。 

また、第 18・19 欄に記載した者以外の処分者（中間処分者）がいる場合には、その者が貨物

の受領及び処分について記入する必要があります（74ページ;参考 9-3参照) 。 

 

  



 

 

（参考）運搬・処分時に記載をする箇所の記入例 

参考 9-1：処分施設一者、様式 5（輸入移動書類）の別紙１を作成した場合の別紙 1 

の第８欄（運搬手段及び移動日並びに署名の欄）、第 18・19欄及び別紙 

２の記入例 

 

 

輸出国側で移動書類の交付がない（別紙１を作成した）場合

には、輸出国及び海上輸送を行った運搬者の引渡しを受けた

日、運搬を開始した日並びに署名の欄は空欄。 

 別紙１を作成したが、国際様式に準拠していない輸出国が交

付した移動書類がある場合には、別紙１に添付する当該移動書

類にて当該欄の記載を確認するとともに、国内運搬の運搬者

は、添付する当該移動書類の 2nd Carrier 及び 3rd Carrier に

も記入及び署名を行うことが必要。 



 

 

 

別紙１を作成した場合には、別紙１に引渡しを受けた日付を記載

するので、当該項目は、記載不要 

処分者が一者の場合には、当該項目は、記載不要 



 

 

参考 9-2：処分施設一者、輸出国側の移動書類をそのまま利用した場合の第８欄 

（運搬手段及び移動日並びに署名の欄）、第 18・19欄及び別紙２の記入例 

 



 

 

処分者が一者の場合には、当該項目は、記載不要 

交付申請時に、あらかじめ、相手国からの輸入移動

書類や輸入移動書類交付申請書添付書類（別紙１）

に記載している「運搬者名」や（記入する者が複数

となるので）必要となる項目名（左の例示の下線

部）を記載しておいた場合の例（日付のみ、手書

き）。交付申請時に、あらかじめ記載していない場合

には、左の例示の下線部も、手書きとなる。 



 

 



 

 

参考 9-3：処分施設が複数者、輸出国側の移動書類をそのまま利用した場合の第８ 

欄（運搬手段及び移動日の記入並びに署名の欄）、第 18・19欄及び別紙２の記入例 

 

中間処分者が記載した別紙２の引渡しを受けた

量を確認し、当該記載は、実際の引渡し量が異

なっていても、第５欄の量を同じ量（最初の処

分者が引き受けた量）を記載願います。 



 

 



 

 



 

 

次工程に引き渡した量が引

渡しを受けた量と異なる

（中間処分者にて回収をし

た）場合は、括弧書きで回

収後の次工程に引き渡した

量を記載すること。 

交付申請時に、あらかじめ、相手国からの輸入移動書類や輸入移動書類交付申請書添付書類（別紙１）に記載している

「運搬者名」や（記入する者が複数となるので）必要となる項目名（上の例示の下線部）を記載しておいた場合の例

（日付のみ、手書き）。交付申請時に、あらかじめ記載していない場合には、上の例示の下線部も、手書きとなる。 

 

交付申請時に、あらかじめ、相手国からの輸入移動書類や輸入移動書類交付申請書添付書類（別紙

１）に記載している「処分者名」、「処分の方法」や（記入する者が複数となるので）必要となる項

目名（上の例示の下線部）を記載しておいた場合の例（実際の日付や量のみを手書き）。交付申請時

に、あらかじめ記載していない場合には、上の例示の下線部も、手書きとなる。 

 



 

 

 
  


